
１０月５日 仏前結婚式 
　於 小樽別院本堂

おたる西別院だより
季刊 第107号

2013年（平成25年）12月（1）

12月29日㈰から1月6日㈪まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください。

●除　　夜　　会 （於　本　堂）･････ 12月31日㈫ 午後 3 時
●除  夜  の  鐘 （於　鐘　楼）･････ 12月31日㈫ 午後11時50分
●元　　旦　　会 （於　本　堂）･････  １月１日㈬ 午前 6 時30分
●宗祖聖人御祥月法要 （於　本　堂）･････  １月15日㈬ 午後１時30分
	  　　16日㈭ 午後１時30分
●新 年 交 礼 会 （於　ホール）･････  １月16日㈭ 午後 4 時

年末・年始のご案内



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

蓮れ
ん

如に
ょ

上し
ょ
う

人に
ん

御ご

一い
ち

代だ
い

記き

聞き
き

書が
き

、
第
一
条
の
冒
頭
に
、「
勧か
ん

修じ
ゅ
う

寺じ

村む
ら
の

道ど
う

徳と
く

、
明め
い

応お
う

二
年
正
月
一
日
に
御ご

前ぜ
ん

へ
ま
ゐ
り
た
る
に
、
蓮
如
上

人
仰お
お

せ
ら
れ
候
そ
う
ろ
ふ
。
道
徳
は
い
く
つ
に
な
る
ぞ
。
道
徳
念
仏
申
さ

る
べ
し
。」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
と
共
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
し
、
新
た
な
第
一
歩
が
始

ま
り
ま
し
た
。

蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
の
大
切
な
と
こ
ろ
は
、
歳
が
重
ね
ら

れ
て
、
更
に
新
た
な
人
生
の
歩
み
が
始
ま
る
と
こ
ろ
、
常
に
念
仏

と
共
に
あ
る
生
き
方
こ
そ
大
事
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
よ
く
語
ら
れ
る
の
が
、「
お
念
仏
の
声
が
小
さ
く
な
っ
た
」

「
お
念
仏
の
声
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
」と
。

ご
法
座
の
席
で
も
お
念
仏
の
声
を
聞
く
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

要
因
は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
例
を
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
ご
法
座
で
の
講
師
の
話
し
の
合
い
間
、
合
い
間
に
出
る

念
仏「
受
け
念
仏
」（
通
称
）が
出
な
く
な
っ
た
。
淡
々
と
聴
聞
し
て
、

感
情
移
入
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

感
情
を
入
れ
て
聴
聞
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

更
に
核
家
族
化
の
影
響
で
、
念
仏
相
続
が
希
薄
に
な
っ
て
お
り
、

向
都
離
村
に
よ
る
人
口
移
動
で
は
、
都
市
で
の
暮
ら
し
に
お
仏
壇

の
な
い
生
活
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

「
生
活
音
」・「
生
活
の
声
」が
聞
こ
え
て
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。

淋
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
今
年
ど
ん
な
計
を
お
立
て
に
な
り
ま
し
た
か
。

今
年
は
、
ま
ず
何
事
に
も
手
を
合
わ
せ
る
合
掌
か
ら
は
じ
め
ま

せ
ん
か
。

合
掌
は
、
感
謝
や
敬
い
の
気
持
を
表
す
姿
で
す
。

合
掌
の
な
い
生
活
は
、
他
の
人
へ
の
感
謝
の
思
い
が
至
ら
ず
、

気
持
も
な
い
生
活
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

合
掌
と
同
時
に
、
声
に
出
し
て「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
お
念
仏
を

称
え
ま
し
ょ
う
。

親
鸞
聖
人
は

	
男な
ん

女に
ょ

貴き

賤せ
ん
こ
と
ご
と
く

	

弥み

陀だ

の
名
み
ょ
う

号ご
う

称し
ょ
うず
る
に

	

行ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

座ざ

臥が

も
え
ら
ば
れ
ず

	

時じ

處じ
ょ

諸し
ょ

縁え
ん
も
さ
わ
り
な
し

と
ご
和
讃
で
説
い
て
あ
り
ま
す
。

お
念
仏
と
共
に
、
新
し
い
人
生
の
第
一
歩
を
力
強
く
歩
ん
で
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
職
員
一
同
心
か
ら
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

�
合
掌

富
永
　
眞
秀

小
樽
別
院
輪
番 年

頭
法
話

二
〇
一
四
年（
平
成
二
十
六
年
）

年 

忌 

表

ご
法
事
を
勤
め
て
い
た
だ
く
に

�

あ
た
っ
て
の
お
願
い

一
　
周
　
忌	

—
	

平
成
二
十
五
年

三
　
回
　
忌	

—
	

平
成
二
十
四
年

七
　
回
　
忌	

—
	

平

成

二

十

年

十
三
回
忌	

—
	

平

成

十

四

年

十
七
回
忌	

—
	

平

成

十

年

二
十
三
回
忌	

—
	

平

成

四

年

二
十
五
回
忌	

—
	

平

成

二

年

二
十
七
回
忌	

—
	

昭
和
六
十
三
年

三
十
三
回
忌	

—
	

昭
和
五
十
七
年

五
十
回
忌	

—
	

昭

和

四

十

年

ご
法
事
を
申
し
込
ま
れ
る
際
は
、

①
日
　
時

②
場
　
所

　
を
ご
相
談
い
た
だ
き
、
別
院
ま
で
ご
連
絡
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
日
時
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

～
年
頭
の
ご
挨
拶
～
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仏
前
結
婚
式
の
ご
報
告

　十
一
年
ぶ
り
に
、
本
堂
に
て
仏
前
結
婚
式
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
郎
の
小
本
達
也
さ
ん
、
新
婦
の
藤
井
亜
季
さ
ん
の
お
二
方
が
、

こ
の
度
め
で
た
く
ご
結
婚
さ
れ
、
別
院
門
徒
の
藤
井
さ
ん
よ
り

「
門
徒
と
し
て
お
寺
が
い
い
と
思
い
お
願
い
し
た
い
」
と
、申
し
出
が
あ
り
、

約
百
人
の
参
列
者
の
見
守
る
中
、
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真提供：写真のたかはし

十
月
五
日(

土)

十
二
時
三
十
分

　於

　本
堂

華葩が舞う中、お勤め

小樽特産のガラスによる仏具を作製

式の終りに参列者により祝福の華葩が舞いました結婚式仕様の本堂

お申込み随時受付いたします 結婚式冥加金　10万円

ご門徒の方であれば、どなたでもお申込みできます。
小樽別院の本堂で思い出に残る挙式をしませんか？
詳細につきましては寺務所までお尋ねください。

け   は

け   は

結婚をお考えの

みなさまへ

職員による雅楽の演奏で
結婚式が始まりました

三三九度の儀式 ( 北海道新聞掲載 ) 誓いの言葉を 2人で読みます

作製：グラススタジオの淺原千代治氏

2013年（平成25年）（3）



毎月   7日～11日 ※1月は9日～11日

毎月13日～16日
午後2時～3時30分まで

※別院会館浄縁塔仏間にて開座中

大阪市西光寺住職。本願寺派布教使。本願寺派輔教。行信教校講師

小樽別院　１～４月の行事ご案内
浄土真宗ってどんな教え？
今の自分に関係のある話？
　仏壇の話から人生の行く末、親鸞聖人の教えや生き方など
布教使の先生が色んな形で今の私たちが聞くべき浄土真宗
のことをお話ししてくださいます。
　法座は敷居が高そうだと敬遠している方も、一度時間を
作って法座へお参りください。生きていく上での考え方や
価値観が変わる出会いがきっとあるでしょう。

常例布教

無　料

～歎異抄に聞く～

公開
講座

小樽別院ホール

150名(定員になり次第締め切り)
￥1,000

天岸 浄圓 師

日　時 

会　場

定　員

参加費

講　師

※別院を会場に毎月開催の講座「聖典講読会」の公開講
座が決定しました。ご講師に本願寺派輔教・行信教校
講師の天岸浄圓師をお迎えして歎異抄の講義をいただ
きます。

   全国を布教・講演に歩いておられる方が来てくださる
ことは大変貴重なご縁であり、今回別院を会場にとい
うことで若干名ですが参加希望者を受け付けます。

平成26年2月5日（水）
午後1時30分（受付）より午後4時まで

報
恩
講
写
真

三園参拝

各説教所
若竹説教所 9/8
新光説教所 10/25～10/26
奥沢説教所 11/2～11/3

10
10

別院

16

双葉中学 高校参拝
10

10

13～
10

2013年（平成25年）（4）

「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:森までご連絡ください。広告募集
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うことで若干名ですが参加希望者を受け付けます。

平成26年2月5日（水）
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教化団体の活動（佛教壮年会）
月 例 会	 毎月6日（8月は休会）
	 ●�みんなで勤行し、布教使にご法話をいただきます
年 会 費	 ￥8,000

教化団体の活動（佛教婦人会）
活動予定

活動報告 10月 6 日 	 おみがき
10月	13日～16日	 別院報恩講参拝
11月	27日～	 仏教婦人会報恩講
	 	 物故者追悼法要

  9 月14日		 境内・納骨堂清掃
10月  6 日		 おみがき
10月13日～16日	 別院報恩講参拝
11月  4 日～	別院境内冬囲い作業
※奉仕の方のご参加もいただきました。
　ありがとうございました。

寺院の奉仕活動
●春秋の境内清掃・冬囲い
●年 2回の交歓会と研修会
※後志管内の寺院へ参拝し他寺仏壮と交流

活動内容	 活動報告	

毎 月15日	 例会
1 月16日	 新年交礼会
2 月 予 定 	 後志組仏教若婦人研修会
3 月 予 定 	 後志組仏教若婦人連盟総会

2013年（平成25年）（5）



編
集
後
記

　雪虫の飛来から数日。今年は秋らしさを自然の中に見いだせる良い年
だなと嬉しく思います。みなさまのお手元に届く頃にはぐっと冷えてい
るのでしょう。
　今号は 11 年ぶりに挙行された仏前結婚式をメインに報恩講の記事
等掲載させていただきました。毎年同じことを繰り返しているようで、
その実、積み上げられているお寺の歴史。その各場面にみなさまが参拝・
参加していただけるよう、この季刊誌を通して伝えていければと願っ
ております。

門徒委員 
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
森　　敬信
門上　誓淳

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

10134−22−0744
50134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先

物
品
寄
贈

　御
礼

●
参
拝
者
用
膝
掛
け
三
十
枚
（
本
堂
）

　
　
　
　
　
　小
樽
別
院
仏
教
婦
人
会
よ
り

●
ロ
ッ
カ
ー 
●
プ
リ
ン
タ
ー

●
つ
い
た
て 
●
ラ
ジ
カ
セ
　等
一
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　匿
名

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
事
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

別
院
文
庫

何
で
も
相
談
箱

　
　
　
　設
置
し
ま
し
た

設
置
場
所
　本
堂
・
寺
務
所

始
め
ま
し
た

　本
願
寺
ご
門
主
よ
り
、
別
院
に
足
を
運
ば
れ
る

方
々
の
伝
道
教
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い

か
ら
書
籍
の
寄
贈
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　現
在
、
別
院
会
館
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
書
棚
を
設

け
、
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寺
務
所
へ
申
し
出

て
い
た
だ
け
れ
ば
貸
出
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
宗
派
と
職
員
と
み
な
さ
ん
を
繋
ぐ
、
何
で
も

相
談
箱
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
素
朴
な
質
問
か
ら
仏
事
の
こ
と
、
お
墓
や
納

骨
堂
、
こ
れ
か
ら
の
お
寺
と
の
付
き
合
い
の
こ

と
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
・
質
問
・
ご
意
見
・

ご
要
望
等
【
何
で
も
】
書
い
て
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

　
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
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小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先
が
不
明

に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提
出
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

②
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、
ご
本
人
の
署
名
が
必
要

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合
は
、
ご
希
望
の
日

時
で
の
納
骨
や
ご
法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
事
前
に
別
院
に
日
程
や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

電　

話　

〇
一
三
四
（
二
二
）〇
七
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
三
四
（
二
九
）四
〇
八
〇

小
樽
別
院
寺
務
所
ま
で

	 12/	 1 ㈰～	12/	16㈪ 森
	 12/	17㈫～	12/	31㈫ 門上
	 1/	 1 ㈬～	1/	16㈭ 輪番
	 1/	17㈮～	1/	31㈮ 西川
	 2/	 1 ㈯～	2/	14㈮ 岡﨑
	 2/	15㈯～	2/	28㈮ 磯村
	 3/	 1 ㈯～	3/	16㈰ 村田
	 3/	17㈪～	3/	31㈪ 西村

●テレホン法話担当表

小樽別院よりのお願いとお知らせ西　
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四角形



謹
賀
新
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
願
寺
小
樽
別
院

輪
　
　
　
番	

富
永　

眞
秀

副
　
輪
　
番	
西
川　

達
恵

参
　
　
　
勤	
櫻
井　

法
道

参
　
　
　
勤	

岡
﨑　

昌
麿

参
　
　
　
勤	

磯
村　

真
一

参
　
　
　
勤	

村
田　

法
道

参
　
　
　
勤	

西
村　

玄
介

参
　
　
　
勤	

森　
　

敬
信

承
　
　
　
仕	

門
上　

誓
淳

事
　
務
　
員	

下
田　

麻
実

事
　
務
　
員	

海
藤
真
己
子

調
　
理
　
師	

本
郷　

昶
子

臨
時
法
務
員	

山
田　

善
眞

責
任
役
員	

杉
本　

守
巧

総
　
　
　
代	

福
島　

正
紘

総
　
　
　
代	

荒
田　

一
正

総
　
　
　
代	

岩
山　
　

豊

総
　
　
　
代	

北
川　

喨
一

仏
教
壮
年
会
会
長	

辻
井　

聡
克

仏
教
婦
人
会
会
長	

杉
本
美
穂
子

仏
教
青
年
会
会
長	

藤
井　

亜
季

園
　
　
　
長	

富
永　

眞
秀

副
　
園
　
長	

堀
口　

雅
行

主
　
　
　
任	

藤
井　

亜
季

教
　
　
　
諭	

本　
　

一
惠

教
　
　
　
諭	

星
野　

夏
未

教
　
　
　
諭	

市
川　

容
子

教
　
　
　
諭	

佐
藤　

若
菜

臨
時
教
諭	

渡
部　

綾
子

保
育
補
助
員	

奥
出　

紀
子

保
育
補
助
員	

松
井　

綾
子

バ
ス
運
転
手	

伊
藤　

光
行

バ
ス
運
転
手	

山
下　

隆
宜

臨
時
用
務
員	

真
鍋　

智
子

園
　
　
　
長	

櫻
井　

法
道

主
任
保
育
士	

小
田
桐
景
子

保
　
育
　
士	

関
谷　

育
子

保
　
育
　
士	

栗
原　

恭
子

保
　
育
　
士	

若
杉　

倫
子

保
　
育
　
士	

知
本　

美
保

臨
時
保
育
士	

鈴
木　

雅
恵

臨
時
保
育
士	

佐
々
木
麻
美

臨
時
保
育
士	

安
川　

香
美

臨
時
保
育
士	

本
多
あ
ゆ
み

臨
時
保
育
士	

山
田　

朋
果

臨
時
保
育
士	
西
谷　

悠
花

臨
時
保
育
士	

小
松
原
由
祈

臨
時
保
育
士	

檜
垣
可
奈
子

臨
時
保
育
士	

栃
木　

明
子

臨
時
保
育
士	

渡
邉
絵
里
子

臨
時
保
育
士	

干
場
し
お
り

臨
時
保
育
士	

寺
下　

愛
里

臨
時
保
育
士	

川
村
明
日
香

臨
時
保
育
助
手	

齋
藤
万
有
美

臨
時
事
務
員	

柿
澤　

里
和

所
　
　
　
長	

鈴
木　

久
司

主
任
保
育
士	

金
澤　

久
世

臨
時
保
育
士	

平
吹
沙
矢
香

臨
時
保
育
士	

清
水　

優
子

臨
時
保
育
士	

常
廣
久
美
子

臨
時
保
育
士	

本
間　

幸
恵

臨
時
保
育
助
手	

藤
田　

美
樹

臨
時
保
育
助
手	

岡
本
ま
り
子

栄
　
養
　
士	

中
田
美
津
枝

用
　
務
　
員	

田
中　

敬
子

　
小
樽
別
院

　
小
樽
幼
稚
園
職
員

　
新
光
保
育
園
職
員

　
若
竹
保
育
所
職
員

2013年（平成25年）（7）



～まこと（いのち）の保育を行っています～

小樽幼稚園小樽幼稚園

　小樽幼稚園では、親鸞聖人が開かれた浄土真宗のみ教えに基づき、一人ひとり
の園児に寄り添い「いのちの大切さ」「自然への感謝」「やさしい心」を育てる「ま
ことの保育」に努めています。
　又、教育内容に、毎朝のおまいり（おつとめ）と仏教行事を取り入れ、幼児期に育ま
れる情操教育を重視し、園児が心豊かな生活を送る礎を築く保育を実践しています。

保 育 時 間
預 り 保 育

昼　　　食
プール遊び
英 語 遊 び
体 操 教 室
送 迎 バ ス
主 な 行 事

→月曜日～金曜日（８：0０～１４：００）

→月曜日～金曜日（１8：0０迄）行います。（１５：3０迄は無料です／降園バス有）

　 夏休み・冬休み・春休み（8：00～18：00）

→お弁当～週2回／給食～週3回（パン食2回／米食1回）

→年間を通して、温水プール遊びを行っています。（年長のみ講師によるプール指導有）

→月1回～2回 年長・年中・年少に分かれて行います。
→月1回年長・年中・年少に分かれて行います。
→ご希望の方は、ご自宅付近まで送迎いたします。
→花まつり・降誕会・運動会・親子遠足・バス遠足・いも掘り・報恩講・お遊戯会・おもちつきなど。

園 児 募 集 中

※詳しくは、入園案内をごらんください。

満3歳児　若干名
3歳児 30名／4歳児 30名／5歳児 10名

小樽幼稚園に遊びに来ませんか？
いつでも見学出来ます。事前にお電話で連絡願います。

http://www.otaru-youchien.com/http://www.otaru-youchien.com/ホームページアドレス　
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